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令和４年度活動（事業）報告書 
2022 年 4 月 1 日から 2023 年 3 月 31 日まで 

任意団体 プライドプロジェクト 
 

事業の成果と課題 
 
(１) 団体活動に係る事業 
①当事者コミュニティ事業 
成果 
新型コロナウイルスの感染状況に注意を払いながら、今年度はオフラインでの開催のみとなっ

た。９回にわたるイベントを開催し、年間での参加者総計は９７人。開催時間は、平均して約１２

０分間であった。 
 通年テーマを「“心のもやもや”について話をしてみよう！ / 性について聞きたいこと・話したいこ

と」と設定しイベントを開催した。SNS・ホームページ・共催者との連携でのチラシ配布などによ

り宣伝を行った。 
 今年度のイベントの特徴としては、通年イベントとして共催者を立ててイベントを主催したこと

である。開催頻度は２ヶ月に１回程度、いずれも阪神地区での開催であった。尼崎では尼崎市立ユ

ース交流センターと、西宮では西宮市との共催で開催した。特に、尼崎でのイベントでは、開催場

所であるユース交流センターを恒常的に利用しているユースが自然に集まって参加したケースが見

受けられ、そこからテーマに関心を寄せ毎度参加してくれるに至ったユースも多い。テーマに沿っ

て性に関する悩みを中心に、学校・家庭での悩みを参加者同士で自由にシェア、意見を交換したり

と活発な様子が多く見られた。 
今年度はゲーム機の導入を始める一方、書籍の展示なども引き続き行った。今年度は協賛金・寄

附金のみを運営資金とし、給付金・助成金申請及び利用は行わなかった。 
 
課題 
・依然として広報活動には課題のある部分が多く、継続的に情報発信を続けていく必要性が感じら

れる。 
・性の悩みを持つユースは多くいるものの、利用することにハードルを感じているケースも多く、

どのような場所なのか積極的に発信していくこと、継続的に活動を行っていくことの必要性がある。

→主に西宮開催時において顕著である。尼崎は開催場所の特性上すでにユースが居場所として利用

している場所を開催場所としているが、西宮市は恒常的に若い年齢層が利用する施設でないことも

イベント参加者数の違いに影響していると考えられる。 
・固定スタッフを用意しているわけではない為、継続的なコミュニティ運営形態の検討を引き続き

実施していく必要がある。 
 
② オンラインでの相談業務（公式ツイッター、公式 LINE） 
 成果 
・年間総計として 14 件の相談があった。減少傾向にある。原則としてカウンセリング経験のある相

談員によって対応が行われた。 
 
課題 
・SNS での宣伝効果が薄い。ただ、SNS のフォロワーは増え続けているので、情報としてのリーチ

層は広がってきていると考えられる。 
・視覚的に分かり易く、親しみ深い広告宣伝資料を発行していく必要性。改善の余地がある。 
・通年で使用できる資料がなかった。 
→来年度発行し関係機関に配架依頼予定 
・カウンセラーの人数が２人程度であるため、複数件の相談が同時に発生した場合の対応が難しい。 
 
 ③ 対外活動等の成果（管理者・代表としての活動も含め） 
 成果 
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 ・４月に地方ケーブルテレビ局 Baycom 様より取材。代表・本多 まさ（Masa）が団体に対する想

い、これからの展望、願いなどをお話しした。５月１日から１５日間にわたりケーブルテレビにて

連日放送。 
・５月に尼崎Q’ｓモールにて「サスアド！」というサスティナブルを考えるイベントに招かれ、「家

族の形」をテーマに話す。 
・５月にハフポスト日本版記事「虹色ではなく、モノクロの世界」にインタビュー記事掲載。 
・８月に西宮市立上ヶ原南小学校・西宮市立東山台小学校にて、代表・本多 まさ（Masa）が教職

員向け LGBT 研修を実施。 
・１月に尼崎市立園田北小学校・尼崎市立浜田小学校にて、代表・本多 まさ（Masa）が講師陣の

一人として出張授業に参加。 
・１月に大阪市此花区社会福祉協議会にて、代表・本多 まさ（Masa）が「性の多様性について」

のセミナー講師として出張講演。 
・１月に明石市主催セミナーにて、代表・本多 まさ（Masa）と 副代表・ゆうた が「パートナーシ

ップについて」の当事者としてトークイベントに参加。 
 

収入 項目 金額 備考 

   前年度繰越金 54,739  

   寄付金 213,341 
マンスリーサポーター、単発寄付、

西宮市協賛 

   助成金 0  

   雑収入 298 受取利息等 

   役員借入金 0  

   合計 268,378 

支出 項目 金額 備考 

   広告宣伝費 32,130 イベント広告費等 

   会議費 32,870 イベント開催費用等 

   旅費交通費 7,290 他団体視察、出張費用 

   通信費 87,196 サーバ利用料等 

   消耗品費 37,650 印刷用品、雑貨等 

   支払手数料等 3,192 送金手数料等 

   雑費 1,100  

   合計 201,428 

   次期繰越金  66,950 


